


　S
エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

の目
もく

標
ひょう

は、人
じん

権
けん

と深い関
かん

係
けい

があります。
　例

たと

えば、「1 貧
ひん

困
こん

をなくそう」は、「あらゆる場所のあらゆる形
けい

態
たい

の
貧
ひん

困
こん

を終わらせる」ことを目
もく

標
ひょう

にしています。現
げん

在
ざい

、世界には、１日1.9
ドル（約

やく

220円）以
い

内
ない

で暮
く

らさなければならない人が７億
おく

人以
い

上
じょう

もいま
す。これでは食べることさえじゅうぶんではなく、病気のときに治

ち

療
りょう

を
受けられず、学校に通うこともできません。人

じん

権
けん

の中でも重
じゅう

要
よう

なものの
ひとつである、人として健

けん

康
こう

に生きる権
けん

利
り

や教育を受ける権
けん

利
り

が損
そこ

な
われています。貧

ひん

困
こん

の原
げん

因
いん

はさまざまですが、紛
ふん

争
そう

や国のしくみなどが
原
げん

因
いん

であれば、その人たちの努
ど

力
りょく

だけではどうすることもできません。

人
じ ん

権
け ん

をめぐるさまざまな問題
　S

エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

の「1 貧
ひん

困
こん

をなくそう」
は、健

けん

康
こう

に生きる権
けん

利
り

である生
せい

存
ぞん

権
けん

と関
かん

係
けい

しています。
　人

じん

権
けん

と関
かん

係
けい

のあるS
エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

の目
もく

標
ひょう

は、これだけではありません。「2 
飢

き

餓
が

をゼロに」「3 すべての人に
健
けん

康
こう

と福
ふく

祉
し

を」も生
せい

存
ぞん

権
けん

と関
かん

係
けい

し
ます。「4 質

しつ

の高い教育をみんな
に」は、教育を受ける権

けん

利
り

である
教育権

けん

に、「5 ジェンダー平等を
実
じつ

現
げん

しよう」は、だれもが平等に
あつかわれる権

けん

利
り

である平等権
けん

に
関
かん

係
けい

しています。
　このように、人

じん

権
けん

について考え
るときに、S

エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

との関
かん

係
けい

から見
ていくと、どのような問題があり、
その原

げん

因
いん

はなにか、解
かい

決
けつ

するには
どうしたらよいかがわかりやすく
なります。

S
エ ス

D
ディー

G
ジ ー

s
ズ

との関
か ん

係
け い

から人
じ ん

権
け ん

を考えよう

　残
ざん

念
ねん

ながら、現
げん

在
ざい

の世界は、す
べての人の人

じん

権
けん

が尊
そん

重
ちょう

されている
とはいいがたい状

じょう

況
きょう

です。多くの
人が人

じん

権
けん

をおびやかされ、それが
さまざまな問題となっています。
　その原

げん

因
いん

を探
さぐ

り、すべての人の
人
じん

権
けん

が尊
そん

重
ちょう

されるように努
ど

力
りょく

して
いくことが、S

エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

の達
たっ

成
せい

にもつ
ながります。
　私

わたし

たちに身近な、そして、世界
の多くの人が直面している人

じん

権
けん

の
問題について知り、考えていきま
しょう。

人
じ ん

権
け ん

の尊
そ ん

重
ちょう

がS
エ ス

D
ディー

G
ジ ー

s
ズ

の達
た っ

成
せ い

につながる

食べ物をじゅうぶんに得
え

られず、
健
け ん

康
こ う

に生きることができない。

学校に通うことができない。

病気にかかっても
治

ち

療
りょう

を受けられない。

だれもが能
の う

力
りょく

に応
お う

じて教育を
受ける権

け ん

利
り

が損
そ こ

なわれている。

健
け ん

康
こ う

に生きる権
け ん

利
り

が
損
そ こ

なわれている。

医
い

療
りょう

を受ける権
け ん

利
り

が
損
そ こ

なわれている。

ごみを拾って生活する子ども。
健
けん

康
こう

に生きるという、最
さい

低
てい

限
げん

の人
じん

権
けん

さえ損
そこ

なわれている。

 生
せ い

存
ぞ ん

権
け ん

 平等権
け ん

 教育権
け ん

幸せに生きるには、人
じん

権
けん

が尊
そん

重
ちょう

されることが重
じゅう

要
よう

。

S
エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

のひとつ
が、いくつもの
人
じん

権
けん

の問題と関
かん

係
けい

しているね。

S
エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

を意
い

識
しき

しな
がら、人

じん

権
けん

につい
て考えていこう。

人
じん

権
けん

とS
エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

には
深い関

かん

係
けい

がある!

7 億
おく

人 以
い

上
じょう

が 、１日
1.9ドル（約

やく
220円）以

い

内
ない

で生活している。
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S
エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

にも、すべての人の生
せ い

存
ぞ ん

権
け ん

を保
ほ

障
しょう

する目
も く

標
ひょう

があります。

S
エ ス

D
デ ィ ー

G
ジ ー

s
ズ

と生
せ い

存
ぞ ん

権
け ん

きわめて貧
まず

しい暮
く

らしをしいられている人の数

政せ
い

府ふ

が
行
っ
て
い
る

子
ど
も
の
貧ひ

ん

困こ
ん

対た
い

策さ
く

社会全体で解
か い

決
け つ

策
さ く

を◉

◉

◉

政
せ い

府
ふ

が行っている対
た い

策
さ く

地方公
こ う

共
きょう

団
だ ん

体
た い

が
行っている対

た い

策
さ く

こども食
しょく

堂
ど う

の役
や く

割
わ り

教育の支
し

援
えん

保
ほ

護
ご

者の就
しゅう

労
ろう

の支
し

援
えん

生活の支
し

援
えん

経
けい

済
ざい

的
てき

な支
し

援
えん

幼
よう

児
じ

期から高等教育まで
教育費

ひ

の負
ふ

担
たん

を軽くする。
ひとり親が仕事に
つくことを支

し

援
えん

する。

暮
く

らしの課
か

題
だい

や
なやみを解

かい

決
けつ

する。
生活や進学などに

必
ひつ

要
よう

なお金を支
し

援
えん

する。

地ち

域い
き

子こ

供ど
も

の
未み

来ら
い

応お
う

援え
ん

交こ
う

付ふ

金

内な
い

閣か
く

府ふ

地
方
公こ

う

共き
ょ
う

団だ
ん

体た
い

実
じっ

態
たい

調
ちょう

査
さ

支
し

援
えん

のための計画づくり。

こども食
しょく

堂
どう

など

地方公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

、企
き

業
ぎょう

、N
エヌ

P
ピー

O
オー

などとの連
れん

携
けい

をはかる。

　生
せい

存
ぞん

権
けん

がおびやかされる直
ちょく

接
せつ

の原
げん

因
いん

は貧
ひん

困
こん

です。収
しゅう

入
にゅう

が
少なく、使えるお金が少ないと、健

けん

康
こう

で文化的
てき

な最
さい

低
てい

限
げん

度
ど

の生活を送れません。
　S

エスディージーズ

DGsでは「1 貧
ひん

困
こん

をなくそう」として、「世界中で極
きょく

度
ど

に貧
まず

しい暮
く

らしをしている人をなくす」、「2030年までに、
それぞれの国の基

き

準
じゅん

でいろいろな面で『貧
まず

しい』とされる男
だん

性
せい

、女
じょ

性
せい

、子どもの割
わり

合
あい

を少なくとも半分に減
へ

らす」などの
達
たっ

成
せい

目
もく

標
ひょう

をかかげています。
　世界には、１日1.9ドル（約

やく

220円）以
い

内
ない

で暮
く

らさなければ
ならない人が7億

おく

人以
い

上
じょう

もいます。これは絶
ぜっ

対
たい

的
てき

貧
ひん

困
こん

といわ
れます。貧

まず

しい人の生
せい

存
ぞん

権
けん

を守るしくみが整っていない国
もあり、貧

ひん

困
こん

に苦しむ人たちは、じゅうぶんな教育を受けら
れず、なかなか貧

ひん

困
こん

からぬけ出せない状
じょう

況
きょう

にあります。

　子どもたちが貧
まず

しい環
かん

境
きょう

に置
お

かれてい
ることは、子どもの生

せい

存
ぞん

権
けん

を損
そこ

なうととも
に社会にとっても損

そん

失
しつ

です。子どもたち
がじゅうぶんな教育を受けられないこと
で将

しょう

来
らい

の収
しゅう

入
にゅう

が減
へ

ってしまうと、国の税
ぜい

収
しゅう

が減
へ

ることにつながります。子どもの
生
せい

存
ぞん

権
けん

を守ることを社会全体の問題とし
て考えていく必

ひつ

要
よう

があります。

　2013年に政
せい

府
ふ

は、「子どもの貧
ひん

困
こん

対
たい

策
さく

の推
すい

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」を定めました。
2014年には、「子

こ

供
ども

の貧
ひん

困
こん

対
たい

策
さく

に関
かん

する
大
たい

綱
こう

」で対
たい

策
さく

の基
き

本
ほん

方
ほう

針
しん

を示
しめ

し、右のよ
うな取り組みを行っています。

　都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

や市（区）町村には、政
せい

府
ふ

か
ら「地

ち

域
いき

子
こ

供
ども

の未
み

来
らい

応
おう

援
えん

交
こう

付
ふ

金」が出さ
れています。地方公

こう

共
きょう

団
だん

体
たい

は、この資
し

金
きん

をもとに対
たい

策
さく

をとっています。

　日本などの先進国には、絶
ぜっ

対
たい

的
てき

貧
ひん

困
こん

の人はほとんどいません。
　先進国では、国

こく

民
みん

一人ひとりの手取り収
しゅう

入
にゅう

を試
し

算
さん

して順
じゅん

番
ばん

に
並
なら

べたとき、中央値
ち

の半分に満
み

たない人を「貧
ひん

困
こん

」と定
てい

義
ぎ

してい
ます。これを相対的

てき

貧
ひん

困
こん

といいます。
　日本の子どものうち、約

やく

14％は相対的
てき

貧
ひん

困
こん

に当たるといわ
れています。このような子どもは、1日に食べるものが給

きゅう

食
しょく

だけ
だったり、病気のときでも病院に行けなかったりする環

かん

境
きょう

に置
お

か
れています。

　地方公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

や民
みん

間
かん

の団
だん

体
たい

によって運
うん

営
えい

さ
れているこども食

しょく

堂
どう

も、子どもの生
せい

存
ぞん

権
けん

を守
る対

たい

策
さく

のひとつです。その大きな役
やく

割
わり

は、子
どもたちが健

けん

康
こう

に生きられるように食事を提
てい

供
きょう

することですが、そのほかにも、家や学校
で居

い

場所がない子どものよりどころになるこ
と、さまざまななやみを持つ親が相談できる
場所になることなどの役

やく

割
わり

もあります。

貧
ひ ん

困
こ ん

におびやかされる生
せ い

存
ぞ ん

権
け ん

子どもの生
せ い

存
ぞ ん

権
け ん

を守るために…

先進国の相対的
て き

貧
ひ ん

困
こ ん

日本の子どもの貧
ひん

困
こん

率
りつ

の移
うつ

り変
か

わり

1985 1988 1991 1994 1997 2000 2003 2006 2009 2012 2015 2018
（年度）

10.9％

12.9％ 12.8％

12.2％
13.4％

14.4％

13.7％

14.2％ 15.7％

16.3％

13.9％
13.5％

厚生労働省「国民生活基礎調査の概況」

日本ユニセフ協会資料

0〜4歳
さい

1億
おく

700万人
15.1%

5〜9歳
さい

1億
おく

1320万人
15.9%

10〜14歳
さい

9380万人
13.2%

15〜17歳
さい

4160万人
5.9%

18〜59歳
さい

3億
おく

200万人
42.6%

60歳
さい

以
い

上
じょう

5210万人
7.3%

総
そう

人数
7億
おく

960万人

子どもの人数
3億
おく

5600万人

こども食
しょく

堂
どう

のようす。
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教育権
け ん

とは…

教科書がただなのはなぜ? 学校で学ぶことが保
ほ

障
しょう

される権
け ん

利
り

、教育権
け ん

子どもに教育を受けさせることは国
こ く

民
み ん

の義
ぎ

務
む

　社会権
けん

のひとつに、「教育権
けん

」があります。
人間らしい生活を送るためには、教育を受けて
知
ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

を身につけることが欠
か

かせません。
国
こく

民
みん

のだれもが教育を受ける権
けん

利
り

を持っていま
す。また、国は国

こく

民
みん

が教育を受けるための制
せい

度
ど

と
場所を提

てい

供
きょう

しなければならないと考えられます。

社会権
け ん

❷教育権
けん

小学校と中学校で、合わせて
9年間の義

ぎ

務
む

教育を受けられる。
中学校卒

そつ

業
ぎょう

後に、高校、大学
などで学ぶことができる。

学校以
い

外
がい

に、職
しょく

場
ば

などでも
社会教育が受けられる。

国
こく

民
みん

には、保
ほ

護
ご

する子どもに、
普
ふ

通
つう

教育を受けさせる義
ぎ

務
む

がある。
義
ぎ

務
む

教育にかかるお金は国が負
ふ

担
たん

し、
国
こく

民
みん

はお金をはらわなくてよい。
保
ほ

護
ご

者には、子どもに教育を
受けさせる義

ぎ

務
む

があり、子どもに教育を
受ける義

ぎ

務
む

があるわけではない。

小学校の授
じゅ

業
ぎょう

の
ようす。学校で
学ぶ内

ない

容
よう

は、国
が定める学習指

し

導
どう

要
よう

領
りょう

で決まっ
ている。

　憲
けん

法
ぽう

が義
ぎ

務
む

教育とする普
ふ

通
つう

教育とは、
知
ち

識
しき

や判
はん

断
だん

力、友だちとの協
きょう

調
ちょう

性
せい

などの
能
のう

力
りょく

を養
やしな

う教育であり、職
しょく

業
ぎょう

教育や専
せん

門
もん

教育ではないと考えられます。
　小中学校でなにを教えるかは、この考
え方にもとづいて決められています。

国
こく

民
みん

は「普
ふ

通
つう

教育」を受ける

日
本
国
憲け

ん

法ぽ
う

第
26
条じ

ょ
う

す
べ
て
国こ

く

民み
ん

は
、

法ほ
う

律り
つ

の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
能の

う

力り
ょ
く

に

応お
う

じ
て
、

ひ
と
し
く

教
育
を
受
け
る

権け
ん

利り

を
有ゆ

う

す
る
。

今日から新しい
学年だね。

新しい教科書って、
気分いいね。

どうしたの？
教科書って、
いくらなのかな？

それは教育権
けん

と
関
かん

係
けい

があるんだ。 そして、義
ぎ

務
む

教育は
無
む

償
しょう

とされているんだ。

これから使う教科書を
配ります。

やっぱり。

国
こく

民
みん

はだれでも
教育を受ける
権
けん

利
り

がある。

そういえば、教科書代って、
はらったことないような…。

勉強する気持ちが
高まる～！

教科書は、ただ
なんだよ。

あれ？

そうだ！

値
ね

段
だん

も書いて
ないし…。

でも、なぜ
なんだろう？

教育権
けん

？
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.................................. 35
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.................................... 25
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........................................ 29
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関
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............................. 29
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.................................... 29
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合
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........................................ 27
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.................................... 29

さ く い んさまざ ま な 人
じ ん

権
け ん

と S
エス

D
ディー

G
ジ ー

s
ズ

人間が人間らしく生きる権
けん

利
り

人間が自由に、幸せに生きる権
けん

利
り

だれもが生まれながらに持っている権
けん

利
り

日本国憲
けん

法
ぽう

で、「侵
おか

すことのできない
永
えい

久
きゅう

の権
けん

利
り

」と保
ほ

障
しょう

されている

だれもが平等にあつかわれ、
差
さ

別
べつ

されない権
けん

利
り

自分の生き方を自分で決める権
けん

利
り

豊
ゆた

かに生きる権
けん

利
り

◉生
せい

存
ぞん

権
けん

◉教育権
けん

◉勤
きん

労
ろう

の権
けん

利
り

社会の変
へん

化
か

に合わせて
認
みと

められてきた権
けん

利
り

◉プライバシーの権
けん

利
り

◉情
じょう
報
ほう
を知る権

けん

利
り

◉環
かん
境
きょう
権
けん

◉自
じ
己
こ
決
けっ
定
てい
権
けん

大人と同様に認
みと

められる権
けん

利
り

◉生きる権
けん

利
り

　◉育つ権
けん

利
り

◉守られる権
けん

利
り

　◉参
さん
加
か
する権

けん

利
り

人
じん

権
けん

基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

平等権
けん

自由権
けん

社会権
けん

新しい
人
じん

権
けん

子ども
の人

じん

権
けん

この巻
かん

で学ん
だことをまと
めておこう!

あ行

か行

さ行

た行

な行

は行

ま行

ら行

いろいろな人
じん

権
けん

を学んだね。 S
エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

との関
かん

係
けい

もわかったよ。

ま
と
め
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